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“World Englishes” as a subject in the university curriculum 
 The idea of World Englishes has been gaining general acceptance since the 
1980s. This way of thinking regards English as a means of communication. The 
principle is that not only English of native speakers but that of non-native 
speakers should be valued as a means of expression of the speaker’s identity. 
Some studies report that Japanese students acquired more positive attitudes as 
non-native speakers after getting information about World Englishes. A “World 
Englishes” class was started as an optional subject in the Department of Global 
Citizenship Studies in Seisen University in 2016. Questionnaires completed by 
the students who attended the “World Englishes” class highlighted the importance 
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1. はじめに 














2.1. World Englishes 
世界で英語が使われている状況を Crystal (2003) は、アメリカの言語学者 
Braj Kachru の提示した三つの同心円モデル (inner circle, extended circle, 
expanding circle) で説明している。すなわち、英語を母国語としている国、 
第二言語としている国、外国語として教えられている国、の三つのグルー
プである。世界の人口約 70 億人のうち、英語を母国語とする人の 4 倍にあ
たる約 16 億の人々は、英語を第二言語または外国語として勉強したり、使っ
たりしている。 





speakers が不在で、non-native speakers だけで使われることもある (Jenkins 
2003)。そのような場合、英語はイギリス文化やアメリカ文化に縛られるこ
となく、話し手である non-native speakers の文化を表現するのである。こ
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のように、国際語としての英語は、それぞれの国の特徴を持つべきだと 
Crystal (2003) は主張する。World Englishes とは、国際的なコミュニケーシ
ョンの手段として使用される英語の種類であり、それぞれの地域の特徴を
持つ英語と定義されている。 
Graddol (2006) は、EFL (English as a foreign language: 外国語としての英
語) が、native speakers の文化や社会を学ぶことを重要視しすぎていると批
判している。すなわち、英語学習者は、native speakers の社会から受け入れ
られるように努力したり、native speakers の英語こそが正しいのだと尊重し
たりする。しかし今や、「英語の所有者」は、native speakers から、non-native 
speakers の国際社会へと移ってきている (Norrish 2008) のである。  
英語が外国語として教えられている国では、学習者は正確な文法と native 
speakers のような発音を習得することを要求される。学習者が、もし native 
speakers の基準で評価されたら、どんなに熟達した学習者でも、失敗者とみ
なされるだろう (Graddol 2006)。  
英語は共通語として世界中に広まっているので、ある国の人々は、native 
speakers と同じような英語の使い方をしたくないかもしれない (Crystal 
2003)。 英語が世界の共通語になった現在、Crystal は「もはや英語は誰の
ものでもない、むしろ、英語を学んだすべての人達のものだ」と述べてい
る。native speakers と non-native speakers の違いなど、もうほとんどないので
ある(Kirkpatrick 2007)。 
 Crystal や Kirkpatrick の主張にもかかわらず、英語教育の現場では「native 
speakers が最高の教師である」という考え方が優勢である (Canagarajah 






る態度を持つべきである (Graddol 2006)。 
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2.2. Learner beliefs 
  応用言語学において、学習者が言語学習について持っている考えや思い
こみのことを learner beliefs と呼び、これは学習者の個人差の一つである 




ということも、learner beliefs に含まれる。 






















科目で、授業日は後期 15 回である。この 15 回を、地球市民学科の 4 人の
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教員が担当した。筆者はコーディネーターとして、1 回目、10 回目、15 回
目の 3 回の授業担当であった。1 回目は、World Englishes という考え方が、
この研究分野でどのように生まれ、論議されているかを紹介し、世界では
native speakers の約 4 倍の数の non-native speakers が、英語を使ったり、勉




















は、スペイン語スペイン文学科の 1 名であった。 
 アンケート調査は 2 回行った。1 回目は、まだ World Englishes について説
明する前の 1 回目の授業の最初に、2 回目は、15 回目の授業の最後に行っ
た。質問項目は、1 回目のアンケートが 8 項目、2 回目のアンケートが 9 項
目あり、質問の 2～8 は同じ内容である（付録 1、付録 2 参照）。 
 調査対象は、それぞれの授業に出席した学生である。1 回目のアンケート
（9 月 29 日実施）では 30 名、2 回目のアンケート（1 月 26 日実施）では






示した。次に、質問 4～8 では、2 回行ったアンケートへの回答を比較し、
変化の有無を確認した。まず、1 回目のアンケートの質問 1～3 への回答は、
次の通りであった。 
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ープで構成されているクラスだということが明らかである。 
質問 4～8 の 5 項目は、2 回行ったアンケートにおいて同じ質問項目であ
る。この 2 回の回答を比較することによって、授業を受ける前と、15 回の
授業を受けた後の、学生の考え方の変化を探ってみたい。1 回目のアンケー
ト記入者は 30 人、2 回目は 27 人と、完全に一致はしていないが、グループ
としての変化は浮かび上がるはずである。 
1 回目のアンケートは授業を受ける前なので ”Before” 、2 回目のアンケ






表 1 アメリカ人やイギリス人のようなネイティブの英語を使いたい 
 はい いいえ 
Before（30 人） 26 人（87%） 3 人（10%） 
After （27 人） 22 人（81%） 5 人（19%） 
 

















表 2 日本人なまりの英語を使いたくない 
 はい いいえ その他 
Before（30 人） 20 人（67%） 8 人（27%） 2 人（7%） 
After （27 人） 14 人（52%） 11 人（41%） 2 人（7%） 
 













表 3 自分の英語が日本人なまりだと思うと自信をなくし使いにくい 
 はい いいえ 
Before（30 人） 22 人（73%） 8 人（27%） 
After （27 人） 8 人（30%） 19 人（70%） 
 












の考え方、つまり beliefs の変化である。 
 
表 4 自分の英語が日本人なまりでも自信を持って使うべきだと思う 
 はい いいえ その他 
Before（30 人） 16 人（53%） 12 人（40%） 2 人（7%） 
After （27 人） 21 人（78%） 6 人（22%） 0 人（0%） 
 














表 5 アメリカ英語やイギリス英語以外のさまざまな英語を使うべきだ 
 はい いいえ その他 
Before（30 人） 8 人（27%） 21 人（70%） 1 人（3%） 
After （27 人） 11 人（41%） 15 人（56%） 1 人（3%） 
 
表 5 では、「はい」が 14% 増え、「いいえ」が 14% 減っている。Before 












 これまで見てきた結果の中で、Before と After で一番大きな変化があっ
たのは、「自分の英語が日本人なまりだと思うと自信をなくし使いにくい」
という気持ちが減少したことである。 



























 15 回目の授業で行ったアンケートの質問 1「この World Englishes の科












 アンケートの質問 9 の「友達にこの科目をとることをすすめますか」に







レベル 4 の人もいたせいか、思ったより内容が難しく感じた。レベル 2 以
上の人にすすめたい。 
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1 World Englishes を知っていますか。  はい  いいえ 
  知っている人は、知っていることをくわしく書いてください。 
 
 

















6 自分の英語が日本人なまりだと思うと、自信をなくし、使いにくい。   




本人なまりでも自信をもって使うべきだと思う。    




ので、私たちはそういう英語を使うべきだ。  はい  いいえ 








1 この World Englishes の科目を履修して良かったですか。   
はい  いいえ 
  その理由をくわしく書いてください。 
 
2 この World Englishes の科目をとりたいと思ったのはなぜですか。 
くわしく書いてください。       A レベルが低いから 
                     B内容に興味があったから 
                    C その他 
 




い。  はい  いいえ      その理由を書いてください。 
 
5 私は、日本人なまりの英語を使いたくない。  はい  いいえ 
 その理由を書いてください。 
 
6 自分の英語が日本人なまりだと思うと、自信をなくし、使いにくい。   




本人なまりでも自信をもって使うべきだと思う。    




ので、私たちはそういう英語を使うべきだ。  はい  いいえ 
   理由を書いてください。  
 
9 この World Englishes の科目で、こういうことをやりたかった、 
または、こうだったら良かったのに、と思うことを書いてください。 
また、友達にこの科目をとることをすすめますか。それは、どうして 
ですか。 
